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応用科目･生命経済学特殊講義 (講義資料)
｢景 観｣の環 境 社 会 学




































































































6) 自然/人工の二項対立を乗り越える視点については,鬼頭秀一 ･福永真弓編 『環境倫理学』(東京大学出
版会,2009年)の各章で展開されている.私が担当した第10章m自然の再生』を問う｣では自然再生事′
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トー プのように,人工的な空間のなかに ｢自然｣を持ち込むことがすすめられている｡
こうした最近の動向を踏まえて,この講義では自然と都市の景観について統一的な見通しを得る
ことを目標とする｡おもに紹介していくのは,景観の文化的 ･社会的な意味を検討してきた環境社
会学の研究成果である7)｡この講義では,自然景観については,国立公園や世界遺産,河川,里山
などについて,具体的な事例を紹介しつつ論じていく｡日本の環境社会学は農村社会学や民俗学に
出自を持つため,都市にはあまり強くない｡都市の環境については都市社会学や建築史などの議論
を参照していくことになるだろう｡とくに本講義では,公園や動物園といった都市のなかの自然に
ついてあつかう予定である｡
担当者はこれまで自然保護や農業について歴史的な視点から検討をすすめてきた｡そこで本講義
では現在の問題だけについて考えるだけではなく,おもに近代日本の自然保護や国土開発の歴史的
な流れのなかに現在を位置づけるようにする｡半期の講義のあと,受講生の皆さんの ｢景観｣の見
方が少しでも変われば幸いである｡
ヽ業と歴史とのかかわりについてあつかっている｡
7) 都市の歴史的な環境については,片桐新自編 『歴史的環境の社会学』(新曜社,2000年)0
最近の動向については,鳥越暗之ほか F景観形成と地域コミュニティj(農山漁村文化協会,2009年).
